


はじめに

武蔵■分寺跡は、全国の国分寺跡と比べても規模が大きく 、その歴史的重要性はっとに謁められてレ、

ます。寺院跡は古く大正11年に中心城が国の史跡指定を受け、その保存が図られるとともに、部分的な

調査や整備が行われてきました。

国分寺市では、郷土の歴史を語り継ぐよりどころであるとともに、豊かな自然を残す場として市民に

広く親しまれてきた武蔵国分寺跡を周辺の都市化から保護・保存し、史跡公園として整備.活用するた

めの環境整備事業を推進しています。

事業は、市の付属機関である国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会での審議を経て策定した

保存管理計画と整備基本構想、整備基本計画に基づレ、て施行しています。

旧整備基本計画(平成2年度策定)に基づき、平成4～14年度に施ェした尼寺地区整備事業に引き続

き、新整備基本計画(平成14年度策定)に基づき、平成15年度から僧寺地区整備に着手しています。

?

例言

1.本書は、東京都国分寺市西元町に所在する国指定史跡武蔵■分寺跡(僧寺地区)の史跡保存整備

事業に伴う事前遣構確認、調査の平成17.18年度の概要報告書である。ただし、平成18年度に実

施した北東地城の調査については、平成20年度に刊行予定の史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)北東

地城保存整備報告書に掲載する。

2.発掘調査は文化庁と東京都の補助金を受け、国分寺市教育委員会が調査主体になり、国分寺市遺

跡調査会が調査を担ました。

3. 「調査に至る経過と調査計画」、「僧寺跡の環境と既往の調査」にっいては、国分寺市遣跡調査会’

■分寺市教育委員会2006『武蔵国分寺跡発掘調査概報32』を参照されたい。

4 .発掘調査から概報作成にいたるまで、文化庁.東京都教育委員会をはじめとする諾機関、諸先生

方にご指導、ご助言を賜り、また、地元住民をはじめ関係各位のご協力をいただいた。記して感

謝の意を表したい。

荒井健治.有吉重蔵.池上悟.江口桂.北原實德.酒井清治.須田勉.塚原二郎.鶴間正昭.西

野善勝・服部敬史・福田健司・和田信行

5.遺構記号は下記の通りとし、Pを除いて第1次調査より連続番号を与えている。

SA塀跡・柱列跡 SB礎石建物跡.掘立柱建物跡 SD溝跡 SF道路跡

SK 土坑 SI住居跡.ェ房跡 sx特殊遺構 p小穴.小柱穴

6.軒先冗の表記においては、現在整理を進めている基準資料の型式番号を付記した(鐘冗が001番

～、宇瓦が201番～)。
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7.平成17.18年度の調査体制は次の通りであるC

o平成17年度調査体制

【役員および監事】

会長 坂詰秀

副会長 藤間恭助

理事 星野仏夫

大平惠吾

松井敏夫

星野亮雅

関口雄基臣

古関11

北原進

坂本克治

関瓦

専務理事小林文治

監事 模戸潔

岡崎完樹

■分寺市文化財保虞審遂会委員長

ガ国分寺市文化財保護審議会委員

国分寺市長

■分寺市教育委員会委員長

国分寺市教育委員会教育長

ガ国分寺市社会教育委員

国分寺市文化財保涯審蓋会副委員長

国分寺市文化財保遵審議会委員

国分寺市文化財保護審違会委員

■分寺市文化財保在審議会委員

東京都教育庁生涯学習スポーツ部

口+画服

国分寺市教育委員会教育部長

ガ■分寺市社会教育委員

東京都教育庁生涯学習スボーツ部

計画課埋蔵文化財係長

【武蔵国分寺跡調査■研究指導委員会】

委員長 坂活秀一(考古)立正大学文学部教授
委員 藤井恵介(建築史)東京大学大学院

ェ学系研究科助教授

委員 佐藤信(と代史)東京大学大学院
人文社会系研究科教授

【事務局】

事務局長 本多孝一国分寺市教育委員会教育部
ふろさと文化財課長

事務局員太田和す

【調査団】

団長

主任調査員

,周査員 上敷領久

上村昌男

中道誠

過査補助

国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課文化財保護係長

齊藤美由紀国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課史跡係員

松崎亜希子■分寺市教育委員会教育部

ふろさと文化財。果史跡係員

中舎まりr- ■分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課嘱託係員

将井亮国分寺市遺跡適査会

坂速秀 立正大学文学部教擾

福田仁夫国分寺市教育委員会教育部

ふろさと文化財。果史跡係長

国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課文化財普及担当係長

国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課史跡係員

国分寺市教育委員会教育部

ふろさと文化財。果嘱ば係員

板倉勘之国分寺市遺跡e周査会

サロ正利・小池和彦・大高広和・高野晶文’il

OT成18年度,周査体制

【役員および監事】

会長 坂ま秀一

昆¦¦会長 関口雄基臣

理事 星野仏夫

藤問恭助

大平惠吾

松井敏夫

星酎亮雅

古関豊

北原進

坂本克治

関互

専務理事竹内吾

監事 擾斤潔

岡崎完樹

国分寺市文化財保漢審議会委員長

国分寺市文化財保護審。義会副委員長

国分寺市長

冗国分寺市文化財保護審濃会委員

国分寺市教育委員会委員長

■分寺市教育委員会教育長

m国分寺市社会教育委員

国分寺市文化財保護審議会委員

国分す市文化財保。き審議会委員

国分寺市文化財保護審義会委員

東京都教育庁生涯学習スポーツ部

計画課長 ftf
国分♦市教育委員会教育部長

元国分寺市社会教育委員

東京都教育庁生涯学習スポーツ部

p+画ぽ埋蔵文化財係お

【武蔵国分寺跡規査.研究指導委員会】

委員長 坂は秀一(考古)立正大学名誉教授

委員 藤井恵介(建築史)東京大学大学院

ェ学系研究科助教授

委員 佐藤{s (古代史)東京大学大学院
人文社会系研究科教授

【事務局】

事務局長

事務局員豊泉文夫

福田化夫国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財ぽ長

国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課文化財保護係長

太田和子国分寺市教育委員会教育部

ふろさと文化財課文化財普及担ま係長
齊藤美由紀国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課史跡係員

中舎まり子国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課嘱ホ係員

得井亮 ■分寺市遺跡P周査会

【詞査団】

団長 坂ま秀一

主任ボ査員上敷領久

本祥隆

山法夫

雅子

吉松大志.永尾美智〒.野村美智子.青

佐々木義身・百瀬兵一・小林幸江・若林

立正大学名誉教授

■分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課史跡係長

,周査員 小野本敦国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財ぽ史跡係員

中道ボ国分寺市教育委員会教育部
ふるさと文化財課嘱な係員

立リ明子国分寺市教育委員会教育部
ふるさと文化財課嘱ば係員

板倉勧之国分寺市遣跡P周査会

p周査補助井口正利.小池和彦.島田智博.石丸あゆみ.

大高広和.鯨井美咲.中村雄紀.山本祥隆.大
羽正了-.野村美智子

【国分寺市文化財愛。蔓ボランティア】

浅山春海.Jl上領一.標井勅子.齊藤寿美.田中

康敬*前バ穂・畑石重輝・東晃

【■分寺市文化財愛護ボランティア】

川上領・小泉進・楼井勅子

敬・ rrj I掘

齊藤寿美・田中康

8.本書の編集.執筆は坂誰秀一団長の監修のもとに、福田信夫.中道誠が担当し、上敷領久、小野

本敦、立川明子がこれを助けた。
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調査区の設定

平成17.18年度潟査は、武蔵国分寺跡第578 ・ 603次調査として、平成17年6月1日から平成18年

3月31日まで面積1436.29 m2、平成18年7月6日から平成19年3月31日まで面積1389. 81m2の範囲

を買収地内において実施しました。

出土遺物.写真・図面等へは遣跡略称のMKを冠し「MKU 578以下台帳番号、登録番号」のように

注記してあり、全て国分寺市教育委員会で保管しています。出土遺物は冗類を主として、土器類などが

平成17年度はコンテナ162箱、平成18年度はコンテナ56箱です。

④

⑤

平

成⑥
18

年

度

⑦

⑧

適査次数

地区名

[整備ゾーン]

第578次調査

中枢部区画施在

南辺地区

[伽藍中枢地区]

第603次調査

中門地区

[伽藍中枢地区]

第578次調査

七重塔西方地区

(塔跡2本体部)

[塔地区]

第603次p周査

七重塔西方地区

(塔跡2周辺部)

[塔地区]

第578次満査

七重塔西方地区

(塔跡2本体部)

[塔地区]

第603次調査

七重塔西方地区

(堪跡2周辺部)

[塔地区]

第603次調査

中門地区

[伽藍中枢地区]

第603次過査

金堂前面地区

[伽菌中枢地区]

平成17'18年度訓査区一覧

調査

面積

(m2)

445.6

34も15

589.78

調査地番

(西ガ町=丁目)

2112 1.4

2113 1-4

調査期間

開始終了

6/1 3/31

主な発見遺構

掘立柱塀(1),築地塀(1),

溝ひ), 柱列ひ), 土坑(3) ,
硬質面(1), 整地層(1)

2113 4 - 5, 中門跡(1),掘立柱塀(2),
2114 1 - 4, 2/2 3/22築地塀(1), 溝跡(4), 柱穴
2122 2 (2),硬質面(2), 土坑(2)

2004 29,2008,

2023 4,2024 1

6/1 8/5

4

塔跡ひ), 瞳竿遺構(1), 柱

穴(1),不明落込み(1)土坑

(17)

56.76 2004 8-16-21-41 8/22 3/16 伽藍地区画溝(1)

2004 1 -16-21

32-41-2013 1'

255. 52 4,20141～

3,2022 1,2023

1,2035 5-8

405.3
2122レ5,

2121 2-3

131.93 21141～4

7/6 3/15

塔跡ひ), 瞳竿遺構(4),柱

穴(1),不明落込み(1),

土坑(2の

7/31 3/31

伽藍地区画溝(1),住居跡

(1), 溝跡(1),土坑ひ),

柱穴ひ), 硬質面(1),不明

掘り込み(1)

2/2 3/22
中門跡(1), 掘立柱塀(1),

溝跡(4),硬質面(1)

3/2 3/9 *遺構確認中
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培地区の調査

1. t重培西方地区(培跡2本体部)

(1)調査の経過

平成15年度の予備調査で新たに地業遣構が検出 " �«

され、港跡と想定されました。塔跡が二つ発見され » �

ると、塔が同位置で再建されたことを前提とする伽

藍配置及び変遷に係わる従来の見解に大幅な変更を �

迫るものであり、整備計画にも深く関わるので、平

成16年度より本格的に確認調査を開始しました。そ

の結果、塔跡であることが確認され、平成17年度は .‘

16年度に設定した調査区において遺構各部平面及

び土層断面の実測図作成と遣構の精査を進め、平成

18年度に塔跡の建造及び廃絶時期を検財する資料

を得るため、基磁地業の断割りを追加して遺物採取 七重塔西方地区塔跡2本体部調査区全景(南から)

と関連遺構の調査を継続して行いました。なお、現に礎石等が残る東側のSB223塔跡を「塔跡1」、新た

に確認された西側のSB224塔跡を「塔跡2」と記して区分します。

(2)これまでの主な調査成果

平成15.16年度調査によって判明した主な調査成果は以下の通りです。

①培跡2は僧寺伽藍中軸線から東方に約151 m�培跡1の心礎から約55m西方に位置する。

②建物規模は、四天柱.側柱の礎石や根固め石等の礎石据え付け痕跡が検出されず、不明で、基撞上

部は削平されてしXる。唯一拔き取り痕跡または礎石裾付けと想定される径約3mの略円形の掘り込み

が検出されてし\る。

③基壇規模は、四周が耕作などにより摸乱され、基壇外装や雨落ち溝等は末検出で不明である。

④掘り込み地業は、中心部が一辺約11.2m四方でほぼ■直に掘り込まれ、その外側にち同じ版築土か

広がり復ルずると一辺約20m範■となる。僧寺中軸線に対して約6。東偏ずる。深さは確認した地

山面より約2.3m、版築の厚みは最大で3.0アm、版築は全体で28履以上の緻密で堅固。

⑤なお、基礎地業が災災を受けた痕跡は見られない。

・

(

武蔵国分寺の七重塔に関しては, 奈良時代に創建された後、国史の『続日本後紀』承和12年(845) 3月23日条
の記事により、「七層塔」の焼失と再建が知られ、発掘調査で確認されています。記事には、武蔵国分寺が承和2
年(835)に神火(雷火と思われます)のため焼失し、復旧ができなかったのを、前の男塞郡(現在の埼玉県比企
郡付近)大領(長官)の壬生吉志福正が、10年後Iこ再興を願い出て許されたとありまず。昭和39年に行われた塔
跡1の調査により、同じ位置での建て替えとの結論が出されていました。
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(3)主な調査成果

平成17-18年度調査によって判明した主な調査成果は以下

の通りです。

'-'Jホpぬジニ・ニタ'ベスアら：i: cゐ二&ごしのぎホcc、ガり

らいず系びら9レ冗しコぬじバどんビがたら'二だごとゴてし,]

_'スサg ' �,:'ホ‘,

パ:みバシ・ゆ4
..チ

ホ

/ , <…„

ク\ ス巧ヴが:
み

塔跡2調査作業風景(南から)

ズ(4)主な発見遺構と出土遺物

当地区では、これまでにSB224塔跡塔 .'

跡2)、 SX285心礎部掘込み、SX269.282～

284瞳竿遺構、SX268不明掘込み、SK3254

～3256 ・ 3258～3260 ' 3263～3266 ' 3276～ �

3281.3319 土坑等が検出されました。 �

SB224塔跡(塔跡2 ) �

塔跡2の掘り込み地業の造作時期を明ら *

かにするために、平成16年度に設定した卜

レンチ(b'c -d-e ・ fトレンチ)の

拡張と新規に南辺部を1箇所(gトレンチ)

掘削し、版築内の遺物採取に努めた。断ち ’

割りの深さは、大別される版築層の上.中.

下層のおおよそ中層までに止めた。なお、

d. gトレンチは揚き棒痕跡の検出面で断ち割りを終了させた

̶- - - - . 、らま -
* ・ ・・-:.'"-̃-�..: ナせliホ .
' , たら�ぜご二ま_

� 0.1

� "< y

らI �
』か

.v'�i;' .
i

塔跡2全景(西から)

r;A»»

:ををて：：
ホトれキ��-'>- j.パ パ : �!('

y,

・'.

あ
k,* �

ら'

J;

・'-"-.'«,

:が

&�-で..

I

塔跡2断ち割りcトレンチ断面(東から) 塔跡2断ち割りfトレンチ断面(北西から)

「撞き棒痕跡」

d ‘ gトレンチにおいて、版築する際の棒状道具による摘き痕と考えられる痕跡が検出された。痕跡

は地業遺構の掘り込み東辺の肩部付近から内側に及ぶ。なお、当該痕跡の名称は「揚き捧痕跡jとする。
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� a. - ---------

!�fね

at

dトレンチにおける「摘き棒痕跡」は、地業遺構の内

側で黒色土版築層(図5②層)を掘り下げ、ローム土主

体の版築層(図5③層)上面で確認、された(図4 (l))o

「揚き棒痕跡」の確認状況は、平面的に掘り下げをむっ

た結果として、③層上面を揚いてできた凹みに、上層の

②層(黒色土)が残存する形で、径約5～10 Gmの略円形

のプランが検出された。一部の「揚き棒痕跡」について

黑色土を掘削した結果、深さは最大でも1cm前後で断面

形はやや丸みを持つ。確認した「揚き棒痕跡」の凹みが

浅いことから、黒色土を掘削した段階で凹凸が不明瞭と

なり、平面的な観察が困難になることを考慮し、大半の

黒色土を残したままにして図面.写真により記録した。

gトレンチでは二っの異なる版築面で「摘き棒痕跡」

が検出された。一つは、dトレンチと同じ版築層で、径

約5～10 cmの「摘き棒痕跡」がトレンチ全体に点々と検

出された。確ぽ状況は、dトレンチと同様でローム土版

築層上面にできた摘き痕に上層の黑色版築土が入り込ん

だ状態で、「揚き棒痕跡」を確認した(図4 (2))oなお、

したままの状態で調査を止めた。

もう一つは、上層の黑色土版築層(図5②層にせ応)上面で検出された(図4 (3). (4))。地業遺構

の掘り込み南辺の肩部付近で、黒色土版築層上面がやや窒んだ部分に密集しており、トレンチ全面に及

ばない。ここでは「揚き棒痕跡」内に上層のローム土を主体とした版築土が入り込んでいる。

平面形状は略円形で、径約5～15 Gmで、比較的に大きいものはやや隅の丸い方形をなす。ここでは「揚

き棒痕跡」内の積み土を取り除いて形状等を確認した。断面形は小振りで略円形のものは深さ約3cmで

底面がやや丸みを帯び、大振りで隅丸方形状のものは深さ約5cmで、底面は丸みがあるものやほぼ平坦

なものがある。

塔跡2版築内出土遺物b'c 'd'e- f -gトレンチの版築内から男瓦16点、女瓦32点、不明

瓦点39点、土師器±不1点、土師器喪15点、鉄洋3点、蔵5点、縄文土器1点が出土。 土器は9世紀中

頃～後半の南武蔵型±不(約ぴ3残存)とほぼ同時期と考えられる南武蔵型土師器晝が出土した。このこ

とで塔跡2の掘り込み地業が9世紀中頃以降に造作されたことが判明した。瓦は創建期に比定できるも

のはあるが、確実に再建期以降の資料はない(胎土から再建期の主要な瓦生産地である東金子窯跡群産

と考えられる男瓦片が1点出土)。

なお、平成15年度以降に版築内から出土した遣物は合計で、男瓦25点、女瓦46点、不明瓦42点、

須恵器±不2点、土師器±不1点、土師器晝15点、鉄洋3点、礁9点、縄文土器1点。

塔跡2断割りbトレンチ

「撞き棒痕跡」断面確認状況(西から)

.では「摘き棒痕跡」の黒色版築土が残存

9
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③
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⑦

図5 dトレンチ土師器出土状況

表土
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n) �・�- 64 000

版築土

①：ローム土からなる版築土。⑤:黒色土主体の版築土。
②.黒色土からなる版築土。 ⑥：ロム土からなる版築土。
③：ロム土主体の版築土。 ⑦：ローム土主体の版築土。
④：黒色土. m層土 , ローム土⑧: m層土主体の版築土。

からなる版築土。 ⑨.ローム土主体の版築土。
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SX285心礎部掘り込み全景(南から)

斤

SX285 (心礎部掘り込み)

塔跡2のほぼ中央に位置する略円形で東西約3.3m�

南北約3m.深さ約0.4mの掘り込みで、規模.位置か

ら塔心礎の抜き取りもしくは据え付け痕跡と想定され

る。中心が塔跡2の掘り込み地業の中心より北に約

0.4m,西に約0.6mずれる。底面に礁石根固めや根固

めの抜いた明確な痕跡は確認されていない。覆土は、

灰黄褐色土で上下2層に大別でき、いずれも締まりは

よいが、上層はこなれた土で、下層の方がより硬い。

遺物は上層から瓦片や土器片、藻が出土。

SK3276 . 3277.3279 . 3319 土坑

基壇を切るSK3276.3277 . 3279 土坑の断ち割りをむった。他と同じく、覆土は硬く締まり、ローム土

を主体とする灰黄褐色土で、ブロッタを多く含む層の他、港跡2の版築層と変わらない極めて硬レ、層も

ある。基壇を切る類似した土坑は計10基検出される力も配置に規則性は見られず、性格も不明。SK3319

も類似した土坑で、調査区十字ベルト部分を拡張した際に新たに検出された。確認面で河原石が1個く

い込んでおり、その他に河原石を抜き取った痕跡(底面硬化)が3力所確認された。

SX282 . 283 . 284幡竿遺構-

SX282は、塔跡2の東辺で基壇を切り、規模は東西約1.5

m.深さ約2mで、柱痕は未確認だが埋め土の積み方から柱

穴と考えられる。規模、形状から、塔跡2の西辺で検出され

たSX269瞳竿遺構と対をなすものと想定される。掘方はレ、ず

れも僧寺中軸線より約10a東偏するなおSX269憶竿遣構

の掘方埋め土からは創建期の瓦が出土すろ。

SX283 - 284 (旧SK3261.3262)は、南北に並ぶ2基一対の

瞳竿遣構と想定され、西側に向かって約50度に傾く斜めの柱

穴である。尼寺尼坊前面に同一形状の瞳竿遺構が検出されて

いる。

SX268不明落ち込み

SX268は、塔跡2の東辺中央に直行する溝状遣構。塔跡2

の版築を切るが西端は樹木があり未確認。南北幅約1.3～1.7

m.東西約8.8m以上、深さは西側で確認面より約3m (標高

約60.8m と東に向って深くなり、調査区東端ではほぽ立ち上がる。中央断割り部では深さは約3.8m

以上と最も深い。覆土は、人為的に積みながら埋め戻す。なお、SX268の西端の深さは塔跡2掘り込み

部底面より標高で50cmほど深い(標高約61.35m)o
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SK3264 土坑

SK3264は調査区北東の土坑で、確認面において瓦

が多数確認されたため、トレンチ調査をむった。平

面規模は東西約3 m、深さは東側が約L lm、西側

が約0. 7mで、底面は段差があり、東壁はオーバー

ハングする。遣構の性格は、形状や人為的に埋め戻

しであること等から土採り穴の可能性がある。規模

や形状、覆土の状態が類似した遺構にSK3281 . 3283

がある。部分的な断割り調査で全容は不明だが、

SK3281は東壁がオーバーハングしSK3283は西側が浅く東が深い形状を有

003型式(2点)、模骨文宇「造塔」女瓦(1点)を含む瓦が72点出土した
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SK3264 土坑全景(北から)
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SK3264遺物出土状況(北から)

調査区内出土遣物

塔跡2調査区は、表土.撞乱からコンテナ約200箱の瓦が出土し、本調査区の冗群が、他地区とは異

なる傾向を持つ一群であることを示す冗が出土している。一っは、単弁5葉蓮華文鐘冗(003型式)で、

鏡瓦の計130点(文様が残存しているもの)中91点、全体の約7割を占める。この鏡冗は他の調査では

2点出土するが主要堂浴では出土しない。もう一つは、模骨文字「造塔」で、既往適査や採集において

未発見の資料であり、本調査区から67点出土した。なお、単弁5葉蓮華文鏡瓦(003型式)はSK3264

から2点、七重塔西方地区周辺部西トレンチのSK3320から1点、「造堪」はSK3264から1点出土し、塔

跡2周辺遣構内から少量ながら出土する。
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2.七重培西方地区(培跡2周辺部)

t

(

(1)調査の経過

周辺部における瓦溜り等の塔跡2の関連遣構を確認することによって、塔跡2建造及び廃絶の時期、

並びにSB223塔跡(以下、塔跡1)との関係を明確化するため、塔跡2の調査に並行して、平成17年

度より塔跡2の東西南北にトレンチを設定し、周辺部の過査を行いました。

平成17年度は南トレンチを設定して遣構確認を行い、平成18年度は南トレンチの継続調査と東.西.

北トレンチの調査を行いました。東トレンチは、昭和40年度調査(国分寺市教育委員会第4次調査)に

おいて、塔跡1の西方に設けられた東西トレンチに合わせ、トレンチ東端は搭跡1基壇範囲外‘♦こ設定し
ました。なお、西トレンチは、SK3220とSX289 . 290柱穴の規模確認のため一部調査区を拡張しました。

(2)主な調査成果

w培跡2周辺におIづるトレンチ。卜ぎ色では、ぱ跡2に関連する瓦溜りはぶ確口ぽである。3、た、培跡2

周辺でbっだ地下レーダーによる違構反査でち、瓦溜りと想定される大規模な遺構は確認されてしA

なしL

なその他、培跡2に関達する門跡、区画施まなどは検をされなかった。ただし.1培跡2と1軸方向

が近しサよバなど関連ずる巧能性のある遺構はある。

(3)主な発見遺構と出土遺物

①東トレンチ

調査区の西端より東に約1mの地点から調査区の

東端まで、東西約22m、南北幅約0.7～2 mの昭和

39年度調査旧トレンチを確認、し、東と北側は本満査

区外に延びます。旧トレンチは、東側の幅2mの部

分は地山土mb～mc層(暗茶褐色± ‘茶褐色土)、

西側の幅の狭い部分は地表下約1mの地山土ぴ層

(黄褐色土)まで掘削されていました。

遺構確認作業は今回新たな調査範囲において地表

下約0.5mの地山土mb層(暗茶褐色土)で行い、旧調査トレンチにおいては、埋め戻し土を取り除いて

行ったが、西側深掘り部は遣構確認に大きな支障がないと判断し、一部を除き旧トレンチ埋め戻し土を

未掘としました。

検出遣構は、多量の粘土を含む不明掘り込み1基、小穴3個検出されました。

不明掘り込み

調査区東端で検出された覆土上層に灰白色粘土が厚く堆積した掘り込み。塔跡1の心礎から西へ約17

mの地点である。掘り込みの西端部を確認したのみで、遺構の範囲は東.南.北側に延びるが、調査区

外となり遺構の全容は不明。旧調査により掘削され、それにより断面観察を行った。
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南北方向は塔跡1の軸線にほぽ平行して直線的に延びる。深さは約Im。覆土上層には厚さ約0.6m

の灰白色粘土が堆積し灰白色粘土層中に多くの瓦が含まれる。瓦には二次焼成を受けて赤く焼けたも

のや創建期の鑑瓦が見られる。覆土下層の堆積状況や現状における掘り込みの形状から溝状の遺構の可

能性がある。

塔跡1は国分寺市教育委員会第3. 4次調査(昭和39 ・ 40年度)により、創建された後、同じ場所で

再建され、再建する際に基壇を粘土で修復しその粘土層中には創建期の瓦(火中したものも含む)が

つき込まれていたことが報告されている。この基壇修

復粘土層と不明掘り込みに見られる粘土は共通点があ

るが、不明掘り込みは、搭跡1の基壇周囲で検出され

た石敷きの外側にあたり、塔跡1と関連する遺構と想

定されるものの、現状では塔跡1の基壇修復粘土層と

同一視しがたい。次年度、塔跡2を塔跡1と比較検討

する目的で、東トレンチを塔跡1基壇部分まで拡張し

調査する予定であり、この不明掘り込みについても調

査範囲を広げた上で遺構の性格にっいて検酎する。

②西トレンチ

地表下約0.3～0.5mの地山土ぴ層と一部mc層(黄褐色土)において遺構確露作業を行いました。

検出遺構は、溝跡1条(SD409)、柱穴跡2基じX289 . 29の、土坑1基(SK332の、小穴4基。遺構の

断ち割りはSK3320 土坑のみで、その他はプラン確認とし調査を終えました。

SK3320 土坑

規模は南北3 m以上、東西5 m以上、深さは最大で約1.2m。覆土は均一な黒褐色土で、底面にわず

かにロームブロックを含む層がある。遣物は、須恵器、土師器、鐘.男.女瓦、鉄淳などが出土し、10

世紀前半の須恵器±不、単弁5葉蓮華文鏡瓦(003型式)が含まれる。

その他の遣構

SD409溝跡は幅約0.5～1mの小規模な南北溝である。SX289.290柱穴跡は本調査区内では掘立柱建

物、柱穴列の形で並ぶ他の柱穴は未検出。切り合い関係にあり、SX289�290となる。いずれもI b期の

伽董中軸線に近い。

③南トレンチ

地表下0.4～0.5mの地山土mc層(暗茶褐色土)で遣構確認を行いました。後生削平され、遺存状態

はあまり良くありませんでした。

検出遺構はSD23伽藍地区画南辺溝、小穴1個が検出されました。

SD23溝跡

伽藍地区画南辺溝。調査は覆土掘削を行わず、プラン確認をするに止めた。南北幅約3 mで、南の立

ち上がりは撞乱を受けている。溝の上面観察では、塔跡2に付属する門跡や土橋状遺構は検出されない。
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④北トレンチ

地表下約0.4mの地山土mb層(暗茶褐色土)において、遺構確認作業を行いました。

検出遺構は、住居跡1軒じ1791)、土坑2基(SK3321.3322)、柱穴跡1基6X288)、小穴2個、硬質

面1つ。すべて断ち割りは行わず平面プランの確認に止めました。

SI791住居跡は、南北約3 m、東西2 m以上で、主軸方向は伽廣中軸線(I b期)よりやや西偏する。

遺物は遣構確認面において出土した土師器、須恵器、男.女冗を取り上げた。SI791住居跡はSK3321.

3322 土坑に切られる。SX288柱穴は、南北約1. 3m、東西0. 8m以上の方形。掘方の主軸方向は伽藍中軸

線より東偏し塔跡2に近い。本調査区において建物跡や柱穴列などの柱穴跡の並びは未確認。硬質面は

南側調査区の南端で検出し範囲は南北約1.4m�東西約2mの不整形で東.西.南は調査区外に延びる。

r"

s.
伽藍中枢地区の調査

,ポめサザ��.ゥMぜ,〒謂

f

1.中門地区

メ ル‘l_,�■_、,
� ・»<(. メタ‘',. 」-,、

�ン--,. ・"<' ・ ‘ぶ力3.jと4Ai ; " ・-:
*3»

(1)調査の経過 �

中門地区は、昭和40年12月に国分寺市教

育委員会により調査(第5次調査)が行われ、

中門跡及びその西方掘立柱塀跡や大溝などが

検出されました。中門跡は、礎石据え方が10

個(3 3, 4 3を除く )検出され、正面三間

9.4m (2.9+3.6+2J)、奥行き二間6.2m

(3. 1+3. 1)のA脚門であることが判明しま

した。掘立柱塀跡は柱穴24本、23間分が確

認されました。

また、中門西方の伽藍地区画施設の調査は、■分寺市遺跡調査会により、昭和60年(第226次調査)・

平成3年(第360次調査)に調査が行われています。第226次調査は、古期伽菌地区画西辺溝と中枢部

区画との交点部で、古期伽董地区画西辺溝が先行することが確露されました。昭和40年調査で検出され

た掘立柱塀跡じA1のの12本～19本目の柱穴の他、塀に伴う大溝、小溝、住居跡を検出し、第360次

調査では、掘立柱塀の延長を28間分まで確認しました。

今回、史跡保存整備事業に伴う事前遣構確認調査は、中門遺構の規模を再確認し、建造物復元のため

昭和40年調査風景(西から)

国分僧寺の金堂.講堂.鐘楼.経蔵.東西僧坊のある一画で、塀と溝(堀)で囲まれて、東西約156m南北約132

mの範囲を中枢部と仮に呼んでいます。中枢部の東西2分の1の憎寺中軸線を挟んで、左右対称に建物が配置され、

南面中央に開かれた中門に中枢部を囲う塀や溝(堀)が左右に取り付きます。
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の基礎資料を得るために、中枢部区画施設南辺地区に接続するとともに、公衆道路(市道南3号線)下

を含めて調査区を設定しました。平成17年度は、中門地区における昭和40年調査地点の再調査と道路

下の未調査区の発掘を行い、中門跡、中枢部区画の掘立柱塀(SA10N0.1～4柱穴、SA33N0.1柱穴)、築地

塀跡6X249)、塀に伴う大溝(SD194)の他、中門跡に関連ある遺構として、中門の周囲に周溝状に巡る

SD397溝跡や中門の南面に硬質面などを検出しました。主として道路下部分の調査を行いました。

平成18年度は、平成17年度の調査区の道路下以外において、十分に行えなかった遺構確認を進め、

中門跡においては、第1に造営時期とその年代、第2に塀跡の造り替えに対応する建て替えがあるか否

力、、第3に中門跡と関連すると想定される周溝状のSD397溝跡や南面で確認された硬質面の個々の性格

と相互関係、第4に建造時の足場穴の痕跡の確認、SA10掘立柱塀跡にっいては、掘り方を相対して連結

する溝状の掘り込みの性格を検討することを目的として調査を開始しました。遺構確露とそ①写真撮

影.平面図作製をむい、遣構の断ち割りはせず、遣構の観察は旧トレンチの断面で行うに止め、次年度

に遺構断ち割り等の調査をする予定です。

(2)主な調査成果

平成17.18年度調査によって判明した主な調査成果は以下の通りです。

①S3216中門跡は、正め3間、奥bさ2 _.

間の八脚門の礎石据え方について旧。■査 ""・ I

におし〉て未検出であった2甚を含めて、

12基全てを確口だした。 \‘

2 SB21 6由門跡の東西じ取り付<掘立ホキ

塀跡(s/\10 。 33)のを間は、中枢部区

画施ぶ巧辺地区の溫香成まと合わは、巾門

から教えて1本目から8R等間とさえられ

る。なお、中門ま片礎石据え力からの距離

は約えomである。

ク,SB216中門跡西激じおしばSX249受

池-廣跡は検出されなかったが、SD1 94一入

溝とSD398海むの萄ナにず地崩壊Lが

-ホ積してだり、宋側と3様に掘バ'ホ塀から

要地ぼぺと改作5れたとぎえられる。

その他、中門跡の周辺に集中して多数の小穴が検出され、中門を建築するための足場穴の可能性が

あります。また、中門跡の周りを巡るSD397溝跡、前面で検出されたSX292硬質面など中門と関連が

想定される遣構が検出されました。中門跡とともに中門遣構の建造物復元ための基礎資料となること

から次年度にこれらを精査する予定です。

ボ・ゴ'夕',
̶む

都4 -ホ:

・';き
� � ?

-・・"' ̶デtギ;..

-・*・マ‘-:で
'. .-・ �. �
ミ・ス.

u . '

..�ゾM :..

、れ� :

中門地区調査区全景(西から)
l
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(3)主な発見遺構と出土遺物

地表面下(砂などの盛り土0.1～0.2mを除く)約0.8mで旧調査面を確認しました。旧調査の遣構確

露面は、地山土mb層(暗茶褐色土)まで掘り下げられており、この面で遣構確認を行いました。

検出遺構は、SB216中門跡、中枢部区画施設のSA10掘立柱塀跡(N0.1～4柱穴)、東西溝のSD194-SD197-

SD398溝跡、中門跡の周りを巡るSD397溝跡、中円南面のSX292硬質面、その他、南北溝SD410溝跡や

多数の小穴を確露しました。

SB216中門跡

金堂心より南約50mに位置する。昭和40年調査で未確認だった3 3. 4 3の確石据え付け掘方を新た

に検出し、正面3間、奥行き2間の八脚門の据方12個(N0.11～3、 21～3、 31～3、 41～3礎石据方)

すべてを確認。No.4 3据方は、道路上の電柱のために、南半分の確認である。また、据方列化3とN0.4

は、中間に近世以降と思われる新しい南北の溝(道路の東側にも同様の溝がある)により、上半部が削

られている。

基礎地業盡掘り地業のみで、建物範囲全体に及ぶ掘り込み地業は確認されなかった。また、地上部

基壇も未検出である。

礎石据方ほぼ方形で、規模は一辺約1.5～1.6m.深さ約1. Om (昭和40年調査の断ち割り断面よ

り)。版築は丁章で、1層が約5Gm程度、下層に瓦片が入る他、中～上層には径5～20 cm程度の礁が突き

込まれる。また、確認面では根石の残存かと思われる雜が確認された。

スか
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SB216中門跡N0.21礎石据方プラン全景(東から) SB216中門跡N0.12礎石据方旧調査南北断面(西から)

SA10掘立柱塀跡

中門西側の中枢部区画南面塀。昭和40年調査で報告された4本の柱穴の他に、No. 1柱穴の西に新たに

柱穴を1基確認した。よって、新たに検出した柱穴をN0.2柱穴とし、旧N0.2 . 3 ‘ 4'''をN0.3 . 4 . 5

…と振り替え、第360次調査で確認された西の延長28本目が、29本目に変更となる。今回検出された

SA10掘立柱塀跡はNo. 1～4柱穴の4本である。

柱穴規模は確認面で、N0.1柱穴が東西約0.9m、南北約1. 3m、 N0.2柱穴が東西約1. 0m、南北約0. 4

m以上、No.3柱穴が東西約1.0m、南北約1.1m、 N0.4柱穴が東西約1.Im、南北約1.2mである。No. 2

柱穴は、SD410溝跡と旧調査により掘削され、北西四分の一は覆土中層～下層、北東四分の一は最下層

の覆土のみ残存する状況であるが、やや他の掘方より小振りで、中門東側のSA10掘立柱塀N0.2柱穴も同

»)
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SA10掘立柱塀跡N0.1～4柱穴プラン全景ほから)

じ傾向にある。なお、覆土最下層の掘り方ほぽ中央で、柱の据え付け痕跡と考えられる円形に硬化した

部分を確認した。

N0.1柱穴は一度の抜き取りがあり、西向きの抜き穴

が確認された。柱掘方の外から抜き取り穴が掘り込ま

れ、抜き取り穴は冗を含む小穴に切られる。N0.2柱穴

は遣存状態が悪く 、抜き取り穴は不明。N0.3とNo.4柱

穴は東西方向に溝状に連結した掘り込みがあり、これ

以西のNo. 5とNo. 6 、 No. 7とNo. 8...柱穴の間にも同様の

溝状掘り込みがみられる。このため、既往請査ではこ

の二っの柱穴に相対する溝状の連結掘り込みが、地中

梁の設置や抜き取りに係る痕跡ではないかとの想定も

された。平面観察では同じ中枢部区画南辺塀の柱抜き

穴と類似した状態だが、次年度断ち割りを行い性格を検討する。N0.1柱穴抜き穴、No. 3. 4柱穴の連結

した溝状の掘り方覆土の特徵として、柱穴埋め土にはない白色粘土が含まれる。

柱間は、SB216中門跡妻柱のN0.12据方からN0.1柱穴まで約4 m、 N0.1柱穴以西は2.4m ( 8尺)等間

となる。

SA33掘立柱塀跡 .

中門東側の中枢部区画南面塀。道路下部分において

SX249築地塀跡を断ち割り、No. 1柱穴を確認した。

柱穴の規模は、南北約1.2m.東西約1.4mの方形で

ある。一度の柱抜き取りが確謁され、東側に抜き取ら

れる。

柱間は、SB216中門跡東側妻柱N0.4 2据方芯からN0.1

柱穴まで約4m.中枢部区画溝南辺地区の調査より、

ル・1以東は2.4の(8尺)等間となる。

N0.1柱穴とSX249築地塀跡とを切るSK3282 土坑があり、男.女瓦‘博が出土している。

SX249築地塀跡

中門東側の掘立柱塀の後に改作された中枢部区画南面塀。築地塀の積み土は、SB216中門跡の妻柱ま

で延びず、掘方芯から約3 m離れた位置で途切れる。積み土を断ち割りSA33掘立柱塀跡N0.1柱穴を確認

した。確認した積み土は掘り込み地業部の版築で、基本的な積み土は中枢部区画施設南辺地区西側と同

じで、最下層から黒褐色土、暗茶褐色土、暗黄褐色土、黄褐色土となる。SD397溝跡と切り合いは、ほ

ぽ両者はせった位置で掘り込まれており判然としない。

SD194溝跡

中枢部区画南辺溝で、「大溝」と別称する。大溝はSA33掘立柱塀跡に平行する時期ら期)、SX249築

地塀跡に平行する時期(ヒ期)、SX249築地塀跡の崩壊段階(C期)の3時期の変遷が想定される。
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ここでは、SB216中門跡の東西両側でC期埋土の範囲を確認した。SB216中門妻柱芯より西側は約2.2

m.東側は約1.7mで立ち上がり、大溝掘削時に中門前面は掘り残している。

SD197溝跡

中枢部区画南辺溝で、「小溝」と別称すろ。SX292硬質面を挟んで東西で検出された遺構で、SX292硬

質面の下層にあたり、中門跡前面の状態は不明だが、中枢部区画塀に平行するSD197小溝の延長線上に

位置し、一速の溝と考えられる。

SD397溝跡

SB216中門跡の礎石据方芯から、東側は約2.8m、西側は約3. 0m、南側は約2. 5m、北側は約2.4m

の位置に周溝状に巡る。中軸線やや東の位置で一部途切れている。道路下において東辺及び南東コーナ

一部において計3力所の断ち割りを行った。上面幅約0.7m～0.9m、底面幅約0.2m、深さ約0.7m。

南東コーナー部分は、東辺と南辺が立ち上がって、0.3m程の浅い掘り込みとなって速結する。東辺北個J

において掘り込みが浅く、北に向かい立ち上がり、南東コーナー部と同様の状況が、北東コーナー付近

でも見てとれる。

他の遺構との切り合い関係は、C期SD194大溝、複数の小穴に切られる。なお、SA33掘立柱塀跡N0.1

柱穴と切り合い関係はない。

SD398溝跡

SAlo掘立柱塀跡の北側に料〒する東西方向の小溝。塀芯より約2.Im離れた位置で、SA10掘立柱塀跡

No.3柱穴付近で途切れる。幅約60～70cm。覆土は築地崩壊土と思われる黄褐色土 (大溝C期と同じ)。

規模.覆土などから中門東側で確認されたSD396溝跡と対になる。ただし、SD396溝跡は、SA33掘立柱

塀跡No.9～13柱穴では塀芯より北約1.4mで平行し、No.9柱穴以西は緩やかに北に振れてN0.5柱穴付近

で途切れろ。西端は塀芯より約2.4m離れた位置となり、掘立柱塀と両溝跡との位置関係は若干異なる。
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中門地区道路下部分全景(北から)

、おお��▲まき' Y .
SD397溝跡南西コーナー部分完掘(東から)

、ク

SX292硬質面

中門跡南面で確認された硬質面。東西幅は北が最も狭く約3.7m,南に向かって広がり調査区南端で

約6.4m、南北は約3 mを確認した。北端はSD397溝跡の手前から確謁でき、切り合い関係は不明。深

さは携乱部分から判断すると約30cm以上。覆土は白色粘土を含む黒褐色土で硬く締まり、瓦が多数含ま

れる。SD197溝跡の上層の遺構となる。
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2.中枢部区画施設南辺地区

�<.

(art N<�,
�ldll>

(1)調査の経過

中枢部区画施設南辺地区は、日本考古学協会により昭和33年にトレンチ調査が行われた地点で大小2

条の溝や回廊かと想定された土壇跡が報告されていました。史跡保存整備事業に伴う事前遣構確認調査

として、平成15年度に予備調査、平成16年度に調査区を広げて本格的に調査を開始しました。その結

果、中枢部区画の掘立柱塀跡(SA33 No. 2 - 3.10～13柱穴)、築地塀跡じX249)、区画塀に並行する溝

跡3条じD194'197 ・ 396 )等が確認され、昭和33年調査で報告された土壇状遣構が築地塀跡であるこ

とが判明しました。

平成17年度は、平成16年度に設定した調査区の西側を中心に、区画塀.溝の規模.構造、相互の関

係を確認し、合わせて出土遺物により区画塀の改作時期などを明らかにする目的で調査を開始しました。

(2)これまでの主な調査成果

平成15.16年度の主な調査成果は以下の通

りです。

①中枢部区画南辺塀が掘立柱塀(SA33)

から築地塀(SX249)へと造り替えられ

たことが明らかとなった。

②築地塀は、掘り込み地業の基底部が確認

され、規模は築地下端の裾幅が2.4m以内

と想定される。

③中枢部区画塀に伴う直近の区画大溝が3

時期あり、区画塀の造り替えと崩壊じ対廠

してしAるちのと考えられる。

(3)主な調査成果

CD掘立柱塀から築地塀への造り替えは、

SX249築地塀跡基底部の版築内出ェほか

ら9せ紀中～後半頃〔整備拡充期)と想定

される。

さ塀跡の北側全域に整地土が広がっている
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SX249築地塀.SD194大溝.SD197小溝

南北断面(東から)
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ことこ、下麗で硬質面が確。ぽされた。

て夕整地土と塀跡との関係は、整地下層の硬

質面がSA33掘立柱塀跡、整地ナ層が

SX249築地塀跡と対あずる5のと想定さ

れる。
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中枢部区画施設南辺地区全景(北から)
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(3)主な発見遺構と遺物

検出遣構は、前年度までに検出されたSA33掘立柱塀跡(No.2.3.10～13柱穴)、SX249築地塀跡、SA32

柱列跡、3条の東西溝SD194.197 . 396溝跡などの他、新たにSA33掘立柱塀跡(No.4.5柱穴)、硬質面、

整地層、SK3273.3274.3283 土坑等が検出されました。

SA33掘立柱塀跡

中門東側の中枢部区画南辺塀。今年度は、新たにSX249

築地塀跡の版築土を断ち割って、No. 4 . 5柱穴を確認し

た。咋年度まで検出した柱穴を含めて、N0.2～5 ‘10～

13柱穴の8本を確認したことになる。

各柱穴の平面における精査を行い、いずれも一度の柱抜

き取り痕が確認、された。柱の抜き取り方向は、No. 2 - 3

柱穴が北、No. 4 .11.13柱穴が西、No. 5 .12柱穴が東で

ある。中門の西側のSA10掘立柱塀跡で確認されている柱

穴間をつなぐ掘り込みは確認されなかった。

No.il.12柱穴にっいては断割りを打い、深さは確認面よ

り約1mを測る。No.il柱穴は、東西約1.44m,南北1.36

mの隅丸方形である。いずれも二度の柱の抜き取り痕跡が

確認された。柱痕跡は未確認で、磁盤等もないが、柱位置

は設定したベルト幅40cm内に収まるものと考えられ、おお

よその位置が判明した。

SX249築地塀跡

中門東側の中枢部区画南辺塀で、掘立柱塀から造り替え

られた塀。基底部の掘り込み地業が検出されている。SA33

掘立柱塀跡No. 4 ・ 5柱穴を確認するため断ち割りを行った。

掘り込み地業の深さは、約0.4m。版築は最下層が黒色土

層で、その上層に暗茶褐色土 ・黄褐色土.黒褐色などで計

6層の積み土がされる。下から4層目の黒褐色土層に、平

らに寝かせた状態で瓦が突き込まれている。N0.3柱穴上と

ほぼ同じ版築層が確認できろ。

版築内出土互SX249築地塀跡の版築内から、女瓦28点、

男瓦23点、堤瓦1点が出土した。瓦の時期は創建期～整備

拡充期のものがある。9世紀中～後半の整備拡充期の瓦が

出土し、明確に10世紀代とされる瓦が出土しないことから、

区画塀の改作はg世紀後半頃と考えられる

ぶぜ, 。
て▲す二

S ASS掘立柱塀跡N0.10～13柱穴

作業風景(西から)
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SA33掘立柱塀跡N0.11柱穴完掘全景(東から)

ぐサ

. 4' �
へ-.'ち, .-

ぐらホ̶
::きネ1べま;- ,» «・ --をホ-"h�. ,...,'・»,. .ほザ¥ザ

・' ̃ ・

SX249築地塀跡南北断面(SA33-3上)(西から)
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